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日本視覚障害者職能開発センターは昨年10月に名称を変
更し、本年創立40周年を迎えました。

創立40周年を機に、この10年間の当センターの事業を振り返りたいと思います。
まず特筆すべきことは、平成23年（2011年）に就労移行支援事業を定員11名

で開始したことです。その後、利用者の増加に伴い、定員を平成25年（2013年）
に18名、平成28年（2016年）に25名、そして本年度、令和2年（2020年）
からは定員30名となりました。その間、利用された方は延べ423人に上り、就職
された方は163人になります。

次に、就労継続支援B型事業（定員30名）です。利用者の方の作業はテープ起
こしですが、月額平均工賃はこの10年間で平均95,926円を維持しています。ちなみに、令和元年度（2019年度）
の全国月額平均工賃は16,000円ほどでした。また、平成27年度（2015年度）の月額平均工賃98,735円は、全国
社会就労センター協議会の全国工賃調査では626施設の中で全国第1位でした。

続いて、OA実務科事業（定員5名）です。平成9年（1997年）に開始した東京障害者職業能力開発校の委託訓練
事業です。就労移行支援事業を開始する以前からあった就職を目指す事業ですが、開始以来248名の利用者と202名
の就職者（旧事務処理科を含む）を輩出しています。

また、新しい事業として、平成30年（2018年）から就労定着支援事業を開始しました。職場定着を目指す事業で
すが、令和2年（2020年）現在、17名の方が利用されています。

その他、公益事業では、視覚障害者の方々に日本商工会議所PC検定試験の2級、3級の受験を可能にし、全国9か所
で受験ができるようになりました。また、全国のロービジョンの方々を対象にセミナーを、全国の企業の方々を対象
に視覚障害・就労支援者講習会を開催し続けました。

以上、10年間を振り返りましたが、今後、創立50周年に向けて、当センターの基本理念「視覚障害者の職業を開
発し、訓練と支援を行い、社会参加の促進を図る」に基づき、職員一同、その実現に取り組んでまいります。

日本視覚障害者職能開発センター外観

創創立立４４００周年記念によせて周年記念によせて
日本視覚障害者職能開発センター

常務理事　杉江 勝憲
～この10年間を振り返って～～この10年間を振り返って～

○東京ワークショップ（就労継続支援B型　定員30名、就労移行支援　定員30名、就労定着支援）
○法人本部事業

OA実務科　定員5名、視覚障害・就労支援者講習会、水曜サロン、日商PC検定
試験、総合相談、ガイドブックの作成と配布、福祉教育DVDの制作・貸出し、全
国ロービジョンセミナーの開催

日本視覚障害者職能開発センターの主な事業内容

※日本視覚障害者職能開発センターだよりは、視覚障害者用活字文書読み上げ装置に対応しています。

※電子データ版もございますので、ご希望の方はセンターまでご連絡ください。



東京障害者職業能力開発校の委託訓練です。
視覚障害者が一般企業等へ就職することを目的として、パソコン技術と事務業務に必要な知識の講習を行っています。

東京ワークショップ東京ワークショップ

音声パソコン初心者の方にも
タッチタイピングの基礎から段
階的に訓練しています。
◦タッチタイピングの練習
◦Windowsの基礎操作
◦ワード
◦エクセル
◦インターネット入門
◦メール入門

基礎コース
（8か月 約80時間）

画面読み上げソフト「JAWS」
を使用し、より高度な職業訓練
を行います。
◦Windowsの基礎操作
◦ワード
◦エクセル
◦インターネット
◦アウトルック
◦パワーポイント
◦アクセス
◦�日商PC検定受験対策（文書
作成・データ活用）
◦秘書検定受験対策
◦英会話
◦ビジネスマナー
◦その他、就労に必要な支援

応用コース
（6カ月 約400時間）

フルキー六点漢字入力を用いて
速記の技術を身につけます。
◦Windowsの基礎操作
◦かなタッチタイピングの習得
◦フルキー六点漢字入力の習得
◦漢字の使い分け習得
◦�「聞き書きくん」を使用した
速記録の作成

※�「聞き書きくん」とは、フットペダル
を使用したMP3ファイルの音声再
生システム

速記コース
（１年間 約1200時間）

様々な画面読み上げソフトを使
用し、プログラミングや学科科
目等も含んだ、一般就労に必要
な幅広い内容の訓練を行います。
利用期間や部分受講について
も、ご相談に応じています。
※�カリキュラムはOA実務科に準じ
ます。

ビジネス・ワークコース
（１年間 約1400時間）

Pick up !Pick up !
◦�就労移行支援事業開始から
9年間で、163名の方が新規
就職されました。

就労移行支援就労移行支援　(定員30名)　(定員30名)

ＯＡ実務科ＯＡ実務科 (定員５名)(定員５名)

　視覚障害者がパソコンを使い、録音された音声を文字化する仕事をしています。
　政府の審議会や審査会をはじめ、講演会や研修会などのさまざまな「音声を
文字に」しています。

厚生労働省（審議会・社会保険審査会・
労働保険審査会・中央労働委員会）、杉並
区、有斐閣、日本アイ・ビー・エム、弁
護士事務所、都立駒込病院、産業技術総
合研究所、安全衛生技術試験協会、医薬
品医療機器総合機構

主なお客様（令和２年４月現在）

作業室でのタイピングの様子

会場に出向き会議の様子を録音しま
す。会場や出席人数に合わせてマイ
クを準備します。

❶ 収録

出来上がった製品を、電子データや
印刷物で納品します。

❹ 納品

録音された音声を、当センターで視
覚障害者用に開発したソフトを使っ
て「文字」にしていきます。
お客様のご要望に応じて、全音記録
や逐語記録など入力方法を変えなが
ら必要な文章処理を行います。

❷ タイピング

打ちあがった文章は、校正を手伝っ
てくださる協力者の方が音声と照合
します。
句読点や送り仮名は適切か、聞き間
違いがないかなどを確認し、その後
訂正箇所を修正して製品に仕上がり
ます。

❸ 校正

◦�「東京ワークショップ」は1980年
４月に、日本でいちばん最初の身
体障害者の通所型授産施設として
開設されました。それまでの授産
施設といえば入居滞在型で、一般
の会社のように通勤をして仕事を
する場所はありませんでした。
◦�働く視覚障害者１人当たりへの支
払いは、日本の障害者施設のなか
でトップクラスです。

就労継続支援B型就労継続支援B型　(定員30名)　(定員30名)

日本視覚障害者職能開発センターの主な事業内容

選考方法：�筆記試験（国語、数学）・機能検査（入力）・面接
　　　　　※�新規学卒者選考では、筆記試験を実施しません。
修了者の進路：�248名（平成6年度～令和2年3月）
　　　　　　　※旧事務処理科含む
新規就職 149名
継続就労 53名
自営 2名
進学 9名
その他 35名

対  象 者：�一般企業等に就職を希望する重度視覚障害者で、
職業的自立が見込まれ、年間1400時間の訓練を
受けられる方。�当センターまでの通所が可能な方。

募集時期：�1月上旬から1月下旬　※新規学卒者選考は9月
上旬から10月上旬

　　　　　※�募集時期は若干の変動があるためご確認いただければ
幸いです。

訓練期間：�1年間（4月～ 3月）
申込方法：�入校願書にご記入の上、住所地を管轄する
　　　　　ハローワークへ提出してください。
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東京障害者職業能力開発校の委託訓練です。
視覚障害者が一般企業等へ就職することを目的として、パソコン技術と事務業務に必要な知識の講習を行っています。

◦就労支援者講習会の開催
　�視覚障害者を採用する企業などへ
の理解を深めるための講習会を開
催しています。
　�実際に就労している当事者の体験
発表や、パソコン、歩行の実技、
機器の紹介などを行います。

◦ 総合相談
　�就職や進路についてのご相談や、
パソコンの訓練を受けたいなど、
視覚障害に関する種々のご相談を
お受けしています。

◦ 水曜サロン
　�視覚障害をお持ちの方は、どなた
でもご参加いただける情報交換の
場です。
　［毎月第３水曜日�午後１時～３時］
◦ガイドブックの作成と配布
　�視覚障害をお持ちの方への接し方
をわかりやすく記載した、ポケッ
トサイズのガイドブックを無料配
布しています。

◦福祉教育DVDの制作・貸出し　
　�視覚障害者への理解を深めていた
だくためのDVDを制作し、（希望
者に）無料で貸出ししています。

◦日商PC検定試験の実施
　�文書作成およびデータ活用の２・
３級が取得できるようになりまし
た。

◦全国ロービジョンセミナーの開催
　�視覚障害者の社会参加の促進を図
るため、（年１回）セミナーを開
催し、講演や機器展示などを行っ
ています。

主な訓練科目

　視覚障害者がパソコンを使い、録音された音声を文字化する仕事をしています。
　政府の審議会や審査会をはじめ、講演会や研修会などのさまざまな「音声を
文字に」しています。

厚生労働省（審議会・社会保険審査会・
労働保険審査会・中央労働委員会）、杉並
区、有斐閣、日本アイ・ビー・エム、弁
護士事務所、都立駒込病院、産業技術総
合研究所、安全衛生技術試験協会、医薬
品医療機器総合機構

主なお客様（令和２年４月現在）

作業室でのタイピングの様子

Pick up !Pick up !
◦�「東京ワークショップ」は1980年
４月に、日本でいちばん最初の身
体障害者の通所型授産施設として
開設されました。それまでの授産
施設といえば入居滞在型で、一般
の会社のように通勤をして仕事を
する場所はありませんでした。
◦�働く視覚障害者１人当たりへの支
払いは、日本の障害者施設のなか
でトップクラスです。

　在職中の障害をお持ちの方を対象に、仕事を継続
する上での課題や日常生活上の様々なご相談に応じ
ています。

　例えば、下記のようなニーズに対応しています。

毎月1回、利用されている方のミーティングを開催しています♪

対 象 者：�就労移行支援等の利用を経て一般就労し
ている視覚障害をお持ちの方で、就職・
復職後６カ月から３年６カ月までの方。

ご利用手続き：�住所地を管轄する市区町村の障害福祉窓
口に利用申請後、当施設と契約します。

必要書類 ：�履歴書　身体障害者手帳の写し
　　　　　受給者証
利 用 料：�訓練等給付費の自己負担分

◦定期的に職場を訪問してほしい
◦�音声パソコンの操作がわからない、スキルアップ
したい
◦�就労している他の視覚障害者と情報交換したい
◦職場周辺の環境を確認したい
◦労働条件や労働環境を改善したい
◦�障害者雇用や助成金に関する制度について知りたい
◦転職したい
◦�今は問題ないが困った時にすぐ助けてほしい

など

就労定着支援事業就労定着支援事業 その他の事業内容その他の事業内容

Pick up !Pick up !
◦�OA実務科の利用料は無料で、訓練期間中は条件
により訓練手当が支給されます。

普通学科：社会経済　一般教養　英会話　話し方　など
専門学科：�コンピュータ概論　簿記　社会保険
　　　　　ビジネスマナー　ビジネス法務　など
基本実技：�Windowsの基礎操作　ワード　エクセル　アクセス
　　　　　パワーポイント　HTML　VBA　点字　など
応用実技：指導実習　修了研究　など

日本視覚障害者職能開発センターの主な事業内容

選考方法：�筆記試験（国語、数学）・機能検査（入力）・面接
　　　　　※�新規学卒者選考では、筆記試験を実施しません。
修了者の進路：�248名（平成6年度～令和2年3月）
　　　　　　　※旧事務処理科含む
新規就職 149名
継続就労 53名
自営 2名
進学 9名
その他 35名



◆ 賛助会員としてのご支援　◆

◆　ご送金の方法　◆

賛助会員・ご寄付のご支援をお願いいたします
　センターは、これからも、引き続き視覚障害者の就労
支援に努めてまいります。センターの目的にご賛同いた
だき、賛助会員、またはご寄付としてご支援をいただけ
ましたら幸いです。

●個人　1口（原則年額）　5,000円と
して、ご厚意により何口でも
●会社、法人、団体等　1口（原則年額）
　10,000円として、ご厚意により何口でも

●郵便振替（別紙振替用紙をご利用ください）
　口座番号　　00130－2－63193
　口座名義人　社会福祉法人日本視覚障害者職能開発センター

●銀行振込（ご連絡先が明示されませんので、恐縮に存じま
すがご住所をお知らせください。）

　三菱UFJ銀行四谷支店　普通預金051－1155690
　口座名義人　社会福祉法人日本視覚障害者職能開発センター

※ご寄付（所得税法による控除対象）の
ご厚意につきましても、よろしくお願い
申し上げます。

なお、賛助会員の皆様方には特に会則は設けませんが、セ
ンターの活動等を定期的にご報告し、イベントのご案内をさ
せていただきます。
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私は事務職として働いている全盲の視覚障がい者です。21歳

の時に頭蓋咽頭腫という病気が原因で視力を失いました。当時

は料理人になるという夢が叶わなくなり、絶望の淵に立たされ

ていました。

そうした中、視覚障がい者がパソコンと画面読み上げソフト

の技能を修得することで事務職として働いている現状を知りま

した。歩行訓練士の方に相談したところ、日本視覚障害者職能

開発センターを紹介していただき、事務職として必要なスキル

を身に着けるために就労移行支援の応用コースを利用すること

になりました。応用コースでは、スクリーンリーダーのJAWSを

使用しながら、WordやExcel等々、実務的な操作方法を教えてい

ただきました。

重度視覚障がい者の就職活動は厳しいものと覚悟していまし

たが、センターを利用して４か月が経過した頃、ありがたいこと

にセンターから数社の求人をご紹介いただき、職員の方々のご尽

力のおかげで、現在の会社に内定をいただくことができました。

現在は人事異動関係の業務を担当しており、主に組織力強化

につながる異動運営のための各種集計や分析等を行っています。

実務では、音声だけで操作をすることが難しい事もありますが、

応用コースで教わったテクニックを駆使することによって対応

出来ています。

日々の業務に取り組む中で、Excel VBA（以下VBA）を身に着

けることで今よりも業務を効率化できるのではないかと考える

ようになりました。この事をセンターに相談したところ、就労

定着支援の一環として、VBA研修の機会をいただけることにな

りました。仕事をしながら約４か月間にわたる研修を経て、身

に着けたVBAで月例業務を自動化し、業務効率化を実現するこ

とに成功しました。この経験を活かし、VBAなら職場の誰にも

負けないと言えるよう、現在も学習を続けています。

今後も職場をよりよい組織に出来るように「あ、これなら貢

献できるかも？」という事を必死に探しながら、自己研鑽を積み、

日々の業務に取り組んでいきます。

就 職 レ ポ ー ト

Excel VBAを学び、職場に貢献

頑張ってます！

三井住友海上あいおい生命保険株式会社

人事総務部　人事グループ　加藤　大貴
（就労移行支援　応用コース　第15期修了生）

…………お知らせ…………

福祉教育DVDが完成しました

ＣＯ・ＭＯ・ＲＥ四谷が完成しました！

最新作の福祉教育DVD「視覚障害者のPC（ICT）
支援～ NPO法人 SPANの活動～」が完成しま
した（上映時間約30分）。無料で貸出ししてい
ますので、希望される方はお気軽にご連絡くだ
さい。

　長い間工事が続いていた四ツ谷駅前再開発事
業が終わりました。
　ビジネスと生活
の空間が一体化し
たコモレ四谷。
　カフェや食事処、
木漏れ日のオアシ
スにぜひ1度足を
運んでみて下さい。
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調
べ
、

特
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
戦
傷
失
明
者

援
護
施
設
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
ス
の

訓
練
科
目「
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
速
記
」の

実
践
を
も
と
に
、
日
本
に
お
け
る
視
覚

障
害
者
の
職
業
訓
練
を
実
現
し
た
。

（１９１４～１９９５）

開設者
故　松井　新二郎

昭
和
55
年（
１
９
８
０
年
）

昭
和
56
年（
１
９
８
１
年
）

昭
和
57
年（
１
９
８
２
年
）

昭
和
58
年（
１
９
８
３
年
）

４
月
４
日

４
月
１
日

４
月

８
月

11
月

４
月

９
月

従
前
か
ら
の「
全
日
本
盲
人
カ
ナ
タ
イ
プ

競
技
大
会
」と
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
ワ
ー
プ
ロ
希
望
者
が
多
く
、
１
９

９
５
年
を
も
っ
て
カ
ナ
タ
イ
プ
を
中
止
。

当
時
は
Ａ
Ｏ
Ｋ
点
字
ワ
ー
プ
ロ
の
使
用

者
が
多
か
っ
た
。
１
９
９
９
年
に
全
日

本
視
覚
障
害
者
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
に

名
称
を
変
更
し
、
２
０
０
５
年
ま
で
開
催
。

●「
エ
ポ
ッ
ク
ラ
イ
タ
ー
お
ん
く
ん
」

　

開
発
開
始

ワ
イ
・
デ
ー
・
ケ
ー
㈱
に
依
頼
し
て
、

パ
ソ
コ
ン（
Ｐ
Ｃ
︱
９
８
０
１
）に
よ
る

音
声
変
換
対
応
の
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ

の
開
発
を
始
め
る
。
六
点
漢
字
直
接

フ
ル
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
方
式
。

翌
年
よ
り
、
３
台
の
マ
シ
ン
で
実
務

に
活
用
開
始
。
同
時
に
六
点
漢
字
指

導
を
導
入
。

●「
日
本
オ
プ
タ
コ
ン
・
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
ズ
協
会
」発
足

事
務
局
を
当
セ
ン
タ
ー
に
置
き
、

１
９
９
０
年
ま
で
、「
オ
プ
タ
コ

ン
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
養
成
講
習
会
」

が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
。

●
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
へ
の
挑
戦
を
始
め
る

わ
が
国
で
初
め
て
作
ら
れ
た
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ（
東
芝
Ｊ
Ｗ
︱
10
）

を
導
入
し
、
オ
プ
タ
コ
ン
に
よ
る
画
面
読
み
取
り
に
て
実
務
使
用

の
可
能
性
を
模
索
。

●「
第
１
回
国
際
オ
プ
タ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」開
催（
～
１
９
９
１
年
）

●
弱
視
者
の
た
め
の
ワ
ー
プ
ロ
画
面
拡
大
装
置
を
開
発

拡
大
読
書
機
を
改
造
し
、
東
芝
の
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
を

実
務
使
用
可
能
に
し
た
。

●「
東
京
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
開
所
式

セ
ン
タ
ー
屋

上
で
開
催
し

た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
に
は
、

３
７
０
名
が

参
加
。

●
身
体
障
害
者
通
所
授
産
施
設

　
「
東
京
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」開
設

4040年間のあゆみ年間のあゆみ
日本視覚障害者職能開発センター

生産台数
世界一 テレカ ３

月

小
型
の
カ
メ
ラ
が
と
ら
え

た
文
字
の
形
を
、
６
列
１
４

４
本
の
細
か
い
ピ
ン
の
振
動

に
変
換
す
る
も
の
で
、
オ
プ

タ
コ
ン
を
使
う
と
き
は
、
右

手
で
カ
メ
ラ
を
持
ち
文
字
の

上
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
、
左
手

の
人
差
し

指
で
触
知

盤
の
ピ
ン

の
振
動
を

読
み
取
っ

て
い
く
。

オ
プ
タ
コ
ン（optical to 

tactile converter

）と
は
…



平
成
元
年（
１
９
８
９
年
）

昭
和
63
年（
１
９
８
８
年
）

平
成
４
年（
１
９
９
２
年
）

●「
第
１
回
国
際
視
覚
障
害
者
テ
ク
ノ
ユ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

１
９
８
１
年
か
ら
始
ま
っ
た「
国
際
オ
プ
タ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」を

継
承
し
な
が
ら
、
多
様
化
す
る
視
覚
障
害
者
用
情
報
機
器
に

対
応
し
て
セ
ミ
ナ
ー
の
名
称
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
広
く

啓
発
啓
蒙
に
努
め
た
。（
～
１
９
９
５
年
）

９
月

３
月

４
月

７
月

10
月

●「
全
日
本
点
字
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
」開
催

従
前
か
ら
の「
全
日
本
盲
人
カ
ナ
タ
イ
プ

競
技
大
会
」と
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
ワ
ー
プ
ロ
希
望
者
が
多
く
、
１
９

９
５
年
を
も
っ
て
カ
ナ
タ
イ
プ
を
中
止
。

当
時
は
Ａ
Ｏ
Ｋ
点
字
ワ
ー
プ
ロ
の
使
用

者
が
多
か
っ
た
。
１
９
９
９
年
に
全
日

本
視
覚
障
害
者
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
に

名
称
を
変
更
し
、
２
０
０
５
年
ま
で
開
催
。

●「
エ
ポ
ッ
ク
ラ
イ
タ
ー
お
ん
く
ん
」

　

開
発
開
始

ワ
イ
・
デ
ー
・
ケ
ー
㈱
に
依
頼
し
て
、

パ
ソ
コ
ン（
Ｐ
Ｃ
︱
９
８
０
１
）に
よ
る

音
声
変
換
対
応
の
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ

の
開
発
を
始
め
る
。
六
点
漢
字
直
接

フ
ル
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
方
式
。

翌
年
よ
り
、
３
台
の
マ
シ
ン
で
実
務

に
活
用
開
始
。
同
時
に
六
点
漢
字
指

導
を
導
入
。

●「
事
務
処
理
科
」開
設

日
本
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
委
託

就
職
希
望
コ
ー
ス（
３
名
）、

継
続
雇
用
コ
ー
ス（
２
名
）。

●
カ
ナ
タ
イ
プ
を
廃
止
し
、
全
面
的
に
ワ
ー
プ
ロ
に
移
行

平
成
６
年（
１
９
９
４
年
）

●
ワ
ー
プ
ロ
教
室
を
開
催

在
宅
視
覚
障
害
者
の
要
望
に
応
え
、
Ａ

Ｏ
Ｋ
点
字
ワ
ー
プ
ロ
に
よ
る
基
礎
指
導

を
始
め
る
。

平
成
８
年（
１
９
９
６
年
）

平
成
９
年（
１
９
９
７
年
）

平
成
７
年（
１
９
９
５
年
）

●「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
視
覚
障
害
者

支
援
技
術
研
修
会
」開
催

国
際
協
力
事
業
団
委
託
。
８
週
間
の
日

程
で
、
同
地
域
の
希
望
者
に
10
カ
国
10

名
を
対
象
に
、
視
覚
障
害
者
用
支
援
機

器
に
つ
い
て
の
実
務
研
修
を
行
っ
た
。

１
９
９
６
年
～
２
０
０
４
年
ま
で
の

間
、
８
回
実
施
し
、
22
カ
国
か
ら
67
名

が
参
加
。

●
東
京
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
プ
起
こ
し
作
業
用
ワ
ー
プ
ロ

ソ
フ
ト
を「
お
ん
く
ん
」か
ら「
で
ん
ぴ
つ
」へ
移
行
開
始

●「
国
際
視
覚
障
害
者
支
援
技
術
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク
テ
ッ
ク
21
」

　

開
催

多
様
化
す
る
視
覚
障
害
者
用
情
報
機
器
に
対
応
し
、
視
覚
障
害
者

の
雇
用
と
就
労
に
焦
点
を
絞
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

（
～
２
０
０
０
年
）

●「
Ｏ
Ａ
実
務
科
」開
設

東
京
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の

委
託
で
、
事
務
処
理
科
就
職
希
望

コ
ー
ス（
３
名
）を
開
設
。

●「
視
覚
障
害
者
用
情
報
機
器
指
導
員
講
習
会
」開
催

日
本
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
委
託
。
視
覚
障
害
の
職
域
拡
大
を
図

る
た
め
、
企
業
の
人
事
担
当
者
や
支
援
者
を
対
象
と
す
る
講
習

会
を
実
施
。
以
降
、
１
回
４
日
間
の
日
程
で
、
毎
年
10
回
継
続
し

て
開
催
。
２
０
０
８
年
に
、
名
称
を「
視
覚
障
害
・
就
労
支
援
者

講
習
会
」に
改
め
た
。（
現
在
は
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
者

雇
用
支
援
機
構
委
託
）。

９
月

１
月

５
月

７
月

４
月



平
成
14
年（
２
０
０
２
年
）

平
成
22
年（
２
０
１
０
年
）

平
成
13
年（
２
０
０
１
年
）

平
成
15
年（
２
０
０
３
年
）

●「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」を
通
所
授
産
事
業
と
し
て
の
運
営
に
移
行

10
月

７
月

４
月
１
日

１
月

11
月

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
廃
止
し
、

音
声
フ
ァ
イ
ル
再
生
ソ
フ
ト

「
聞
き
書
き
く
ん
」を
使
用
し
、

デ
ジ
タ
ル
環
境
下
で
の
再
生

技
術
を
使
用
し
た
作
業
が

ス
タ
ー
ト
。

●
前
年
よ
り
、
テ
ー
プ
起
こ
し

作
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す

る
研
究
開
発
を
開
始

●
東
京
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
定
員
を
35
名
か
ら
40
名
に
増
員

●
東
京
都
立
駒
込
病
院
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
ラ
ン
ス
ク
ラ
イ
バ
ー

　
（
医
療
記
録
の
速
記
者
）が
、
病
院
の
電
子
カ
ル
テ
化
に
対
応
開
始

平
成
12
年（
２
０
０
０
年
）

●
英
国
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
王
女

ご
夫
妻
来
訪

●「
日
商
日
本
語
文
書
処
理
技
能
検
定
」試
験
実
施
開
始

　
（
～
２
０
０
５
年
）

４
月

４
月
27
日

５
月
27
日

９
月

●
東
京
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
実
態
に

合
わ
せ
て
定
員
を
30
名
か
ら
35
名

に
増
員

●
開
設
20
周
年
記
念
式
典
開
催

    （
於　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
）

●
テ
ー
プ
起
こ
し
作
業
にW

indow
s

を
導
入

●「
全
国
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

障
害
の
程
度
を
問
わ
ず
、
障
害
初
期
に
お
い
て
適
切
な
助
言
と

情
報
提
供
を
行
う
た
め
、
医
療
機
関
か
ら
自
立
訓
練
を
経
て
就
業

ま
で
の
各
関
係
機
関
の
総
合
的
な
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
以
降
毎
年
開
催
。

平
成
21
年（
２
０
０
９
年
）

平
成
18
年（
２
０
０
６
年
）

マニフェストマニフェスト

●
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行

●「
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
」試
験
実
施
開
始
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平
成
25
年（
２
０
１
３
年
）

平
成
28
年（
２
０
１
６
年
）

平
成
30
年（
２
０
１
８
年
）

平
成
29
年（
２
０
１
７
年
）

令
和
元
年（
２
０
１
９
年
）

令
和
２
年（
２
０
２
０
年
）

平
成
27
年（
２
０
１
５
年
）

平
成
23
年（
２
０
１
１
年
）

●
障
害
者
総
合
支
援
法
に
移
行

４
月

４
月

４
月

４
月

10
月

10
月

9
月

9
月

1
月

11
月

●
前
年
よ
り
、
テ
ー
プ
起
こ
し

作
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す

る
研
究
開
発
を
開
始

●
開
設
30
周
年
記
念
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
開
催

音
声
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
や
読
書
の
実
演
、

職
業
訓
練
体
験
、
議
事
録
作
成
の
見
学
等
を
行
い
、
関
係
者
や

地
域
の
方
、
約
１
０
０
名
が
参
加
し
た
。

●
就
労
移
行
支
援
定
員
が
30
名
に
増
員

●
日
本
視
覚
障
害
者
職
能

　

開
発
セ
ン
タ
ー
に

　

名
称
が
変
更

●
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
月
額
平
均
工
賃
が
全
国
社
会
就
労

セ
ン
タ
ー
協
議
会（
６
２
６
施
設
）で
全
国
第
１
位

●
就
労
移
行
支
援
事
業
開
始
、

　

定
員
11
名
で
ス
タ
ー
ト

●
就
労
移
行
支
援
定
員

　

11
名
か
ら
18
名
に
増
員

●
就
労
移
行
支
援
定
員

　

18
名
か
ら
25
名
に
増
員

●
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定

　

デ
ー
タ
活
用

　

２
級
の
受
験

　

開
始

●
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定

　

文
書
作
成
２
級
の

　

受
験
開
始

●
就
労
定
着
支
援
事
業
開
始


